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)sin5,cos5(  rrP  、 ),( baQ とおくと、 PQの中点が )0,9(A であるから、 
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また、 ),( dcR とすると、 
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ここで、 
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より、 
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したがって、 
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0)( rf となるのは、 532r  ……(答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1976 年東大理□3 旧文□3 旧共通 

円 222 )()( rbyax  の外部の点 ),( qp から円に接線を引いたとき、 

),( qp から接点までの距離は 222 )()( rbqap  である。 

今、 ),( qpP は円 CBA ,, の外部にあるとして、 

 1)3()5()(,4)3()4()(,9)( 222222222  qppqppqpp   

 

99453183

3361021689

1)3()5(4)3()4(9)()()(

22

222222

222222222







qpp

qqppqqppqp

qpqpqpppp 

 

 27)3(0186 2222  qpqpp  

したがって、 P は円 27)3( 22  yx 上にある。これをD とし、 CBA ,, との位置関係を調べる。 

 

Dの中心 )0,3( は、 A上にある。D と Aの交点は、 186 22  yxx から 922  yx を辺々引いて、 
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Dの中心 )0,3( と Bの中心 )3,4( の距離は 1091  であり、D の半径は 33 、 B の半径は 2であるから、 
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したがって、 BはDの内部に含まれ、Dと交差しない。 

Dの中心 )0,3( とC の中心 )3,5(  の距離は 1394  であり、D の半径は 33 、C の半径は1であるから、 
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したがって、C は Dの内部に含まれ、D と交差しない。 

 

P の存在範囲は図の実線部で、円周の
6
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であるから、 

 35
6

5
332   ……(答) 

 
3









 3

2

3
,

2

3

A

y

x









 3

2

3
,

2

3

B

C

),( qp
),( ba

r

0


